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「地球に笑顔」への取り組みの詳細につきましては、
下記アドレスからもご覧いただけます。
https://www.maruchan.co.jp/csr/
environment/index.html

静岡県賀茂郡西伊豆町田子地域での
稚魚放流活動の様子

CO2排出量削減に向け、各工場や冷蔵倉庫では、
ボイラー燃料の重油から天然ガスへの転換、フロン
冷媒から自然冷媒（アンモニア・CO2）への切り替え
を計画的に行っています。また、関東工場、埼玉工
場、フクシマフーズ（株）、伊万里東洋（株）ではバイ
オマス発電や太陽光発電で作られた電力などの再生
可能エネルギーを利用しています。物流においても、
配送拠点の変更による輸送距離の効率化などに取り
組んでいます。

CO2 排出量削減への取り組み

気候変動の大きな要因となる地球温暖化に関連
する環境負荷の低減を重要な課題の一つと捉えて
います。事業活動による環境負荷を低減するために
ISO14001など環境マネジメントシステムに関する

第三者機関等による認証取得の推進や東洋水産グ
ループの「品質・環境方針」に基づいた「2030年度
東洋水産グループ環境目標」を設定し、温室効果ガ
ス排出量の削減に取り組んでいます。

❶ 気候変動への適応とその緩和

省エネタイプの高効率機器の導入やLED照明へ
の切り替え、エコカーの導入などを実施しています。
また、各工場では省エネに向けた目標を設定し活動
を行っています。例えばミツワデイリー（株）では環
境省が策定したエコアクション21に参加し、環境へ
の取り組みを促進するとともに、経費の削減や生産
性・歩留まりの向上等を行っています。

省エネへの取り組み

ミツワデイリー（株）神戸工場�

フクシマフーズ（株）のソーラーパネル�

環境対応の推進社会と共有する価値

排出量は、2022年度にグルー
プ会社から移管した製造ライン
の安定化や各工場での製造ロス
削減推進により減少し、リサイク
ル率は目標値95%以上を維持し
ています。

● 食品廃棄物の排出量とリサイクル率
（東洋水産（株）単体）
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● 産業廃棄物排出量と再資源化率

排出量は、一部工場でのコロナ
禍の反動による生産増や有価物
から産廃への変更があり、やや
増加しましたが、再資源化率は
99.9%と高水準を維持しました。
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● CO2排出量と売上高原単位

排出量は、各事業所において省
エネやエネルギー使用効率の向
上に取り組んだ結果、減少し、原
単位も改善されました。
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INPUT OUTPUT

● 環境負荷データ（グループ全体）

※�物流は、省エネ法（特定荷主）における東洋水産（株）単体の適用範囲より算定�
四捨五入表記のため、数値の和・差と合計が一致しない場合があります

冷蔵
倉庫 
庫腹 

約64万t

エネルギー  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 776 TJ
　 ● 電力� 89,470�千kWh

補充冷媒量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 165 kg
水資源量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 229 千m3

CO2排出量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 32 千t
産業廃棄物排出量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 173 t
（うち最終処分量）��1.96t

排水量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 100 千m3

国内
事業所
合計

エネルギー  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ � 4,060 TJ
補充冷媒量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ � 1,340 kg
水資源量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ � 4,810 千m3

CO2排出量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・�  189 千t
産業廃棄物排出量  ・・・・・・・・・・・・  � 13,070 t

（うち最終処分量）  1.96t

排水量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・   � 3,581 千m3

オフィス
（総合研究所
配送センター

含む）

エネルギー  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 49 TJ
　 ● 電力� 3,400�千kWh� ● 都市ガス�132�千m3
　 ●ガソリン� 284�㎘� ● A重油� 92�㎘

補充冷媒量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 0 kg
水資源量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 18 千m3

CO2排出量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ � 2 千t
産業廃棄物排出量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 164 t
（うち最終処分量）��0t

排水量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 18 千m3

物流※エネルギー  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 336 TJ
（総輸送量）��171.8百万トンキロ CO2排出量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 23 千t

生産
工場 
生産量
42万t

エネルギー  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ � 2,899 TJ
　 ● 電力��154,900千kWh� ● 都市ガス� 29,566�千m3
　 ● A重油����1,613㎘� ● 蒸気� 41,849�GJ

原材料調達　● 原材料��32万t　�● 包装資材��7万t

補充冷媒量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ � 1,175 kg
水資源量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ � 4,562 千m3

CO2排出量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 132 千t
　 ● NOx排出量� 34t
　 ● SOx排出量� 4t

産業廃棄物排出量  ・・・・・・・・・・・・ � 12,732 t
（うち最終処分量）� 0t

排水量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 3,462 千m3

CO2排出量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 116 千t
廃棄物排出量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ � 16,729 t
（うち最終処分量）��7,544t

排水量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 547 千m3

海外 
事業所 
（北中米・

インド）

生産量 
36万t

エネルギー  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ � 2,578 TJ
　 ● 電力� 73,505�千kWh� ● 天然ガス��43,178千m3
　 ● 軽油� 1�㎘

原材料調達　● 原材料��48万t　�● 包装資材��7万t

水資源量  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・� 839 千m3

海洋生態系におけるプラスチック問題を意識し、
各事業所において河川や海岸の清掃活動を推進して
います。2022年度からは、品川本社近隣の事業所
やグループ会社の社員が参加する海岸清掃活動「ス
マイル・オーシャン・プロジェクト」を実施しています。

河川、海岸清掃活動への取り組み

東洋水産グループの創業は水産事業であり、海洋
資源を含めた生物多様性の保全は大切な使命だと考
えています。稚魚の放流活動、ウナギの完全養殖の
量産・事業化の研究や持続可能な水産資源の調達
を通じた生態系の維持、保護への貢献を行っていま
す。また河川や海岸での清掃活動、関東工場でのビ
オトープの設置など、生物多様性を意識したさまざま
な取り組みを行っています。

❷  生物多様性の保全

スマイル・オーシャン・プロジェクト活動の様子�

宮城東洋（株）気仙沼工場�

ミツワデイリー（株）岡山工場では、再生水の利用
を進めています。製造時の麺の冷却水をトイレの洗
浄水として再利用し、年間約4,500tの水使用量を
削減しています。また、宮城東洋（株）気仙沼工場で
は、製造時の排水処理施設を改修し、処理水の水質
が安定するよう改善しました。

水資源の使用量削減への取り組み

「水」は東洋水産グループの事業に欠かすことので
きない大切な資源です。持続可能な水資源の利用
は、事業を持続的に成長させるための重要な課題の
一つだと考えています。各工場では、水の使用量や
排水量、また水質を継続的に管理するとともに、水の
再利用の促進など使用量の削減に努めています。

❸  水資源の保全

国内

海外
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